
    医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。    

平成 24 年 1 月 

用法及び用量 追加のお知らせ 
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処方せん医薬品 
 

セフェム系抗生物質 

セフォタックス注射用 0.5g 

セフォタックス注射用 1g 
注射用セフォタキシムナトリウム 

 

 
製造販売元： 
日医工サノフィ・アベンティス株式会社 
東京都新宿区西新宿三丁目２０番２号 

 
販売元： 
日医工株式会社 
富山市総曲輪１丁目６番２１ 

 
提携： 
sanofi aventis 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は弊社製品につきまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さてこの度，標記製品につきまして，平成 23 年 12 月 22 日付で用法及び用量が追加に

なりました。それに伴い，下記のとおり，用法・用量を変更致しますので，お知らせ申し

上げます。 

今後のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 

敬白 

 

新旧対照表（    ：変更箇所） 
変 更 後 現   行 

 

【用法及び用量】 

通常成人には、セフォタキシムとして 1 日 1～2g（力価）

を 2 回に分けて静脈内又は筋肉内に注射する。 

通常小児には、セフォタキシムとして 1 日 50～100mg

（力価）／kg を 3～4 回に分けて静脈内に注射する。 

なお、難治性又は重症感染症には症状に応じて、1 日量

を成人では 4g（力価）まで増量し、2～4 回に分割投与

する。また小児では 150mg（力価）／kg まで増量し、3

～4 回に分割投与する。なお、小児の化膿性髄膜炎では

300mg（力価）／kg まで増量できる。 

静脈内注射に際しては、注射用水、生理食塩液又はブド

ウ糖注射液に溶解し、緩徐に注射する。また補液に加え

て、点滴静注することもできる。筋肉内注射に際しては、

0.5％リドカイン注射液に溶解して注射する。 
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